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選手強化を妨げている要因分析 (I)
―― TSMI尺度にみられる特性――
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これらの中でも特に,「目標への挑戦」の尺度      
の階得点  o―Highグメレー プ
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17不節 制 O じ
図1 男子Highグループ,Averageグループ
尺   度 Hi h々グループ Averettcグループ tテスト 有意差M M
l.目標への挑戦 45761※ ※
技術向上意欲 262 ※ ※3困難 の 克 服 26721※
4.練習 意 欲 4203を※ ※5情緒 安 定 性 -2 85RF※
6,精神的強靭 ど 1437C
7闘    庶 1503〔8競技 価 値 観 215 2382〔 ※
9,計 画 性 223 2230(※
10 努カヘの因呆帰属 07578
ll知的 興 味 256 51 37886※ ※
12.勝利 志 向 性 16667
13.コー チ 孝 容 10781
14対コーチ不適応 -0716(
15失敗 不 安 -11484
16緊張 性 不 安 -08321
7.不 節  制 -2476C※
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尺   度
Highグルーブ Avereg℃タルーブ
tテスト 有意差M M SD
1,日標への挑戦 3433(※ ※
2 技術向上意欲 2356(※
3困難 の 克 服
4練 習 意 欲 3766〔※ ※
5情緒 安 定 性 0772上
6 精 神 的 強 靱 さ
7.闘 志 01511
8競 板 価 4E観 253
9計 画 性 22971※
10 努力への因果帰属 2165ゼ ※
11知的 興 味 2299※
12勝利 志 向 性 0415(
13コー チ 受 容
14対コーチ不適応 -08653
15 失 敗 不 0586(
16.緊張 性 不 -01471
17 不  節  制 -3757(※※
表3 女子Highグループ全体,Averageグループ全体の










1 2 3 4 7 8 9














































佐々木②らは日常行なっている「言葉あるい   図3 Highグループ全体,Averageグループ
全体のの階得点 。‐Highグル プー










尺   度 Highグループ AvereЯeグループ tテスト有意差M S.D M S.D
1.目標への挑戦 60618※ ※
2 技 術 向 上 意 欲 42112
3.困難 の 克 服 252 32166※ ※
4,練習 意 欲 54557※ ※
5情緒 安 定 性 16794
6.精榊 的強靭 さ 2878[※ ※
7闘   志
8競 技 価 値 観 2816〈※ ※
9,計 画  性 37121※※
11知的 興 味 4825(※ ※
12勝利 志 向 性 44 24691※
13コー チ 受 容 1605〔
14.対コーチ不適応 -0738〔
15失敗 不 安 172 -1064(
16緊張 性 不 安 -1883f
17不 節 制 -36318※ ※
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